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つい最近までは，エンジニアが苦労してディスクリ

ート部品を駆使し，神業的に高周波回路を設計してい

ました．しかし近年，携帯電話などの爆発的な普及に

より，高周波回路のIC化が進み，低周波回路でOP

アンプを使うのと同じように，今や容易にGHz帯の

回路を組むことができるようになってきました．本章

ではそのなかでも発展の目覚しい，増幅用ICの定番

を紹介します．

● 高周波の基本！ディスクリートでアンプを組む

図1は従来からのディスクリートによる高周波アン

プの回路例です．トランジスタには，直流バイアス用

増幅する二つの方法

や入出力マッチング用の抵抗/コイル/コンデンサなど

が接続されています．これらの入出力インピーダンス

は，通常50Ωにマッチさせます．

アンプが数段に及ぶ場合は，図2（a）のように，ま

ず個々のアンプの入出力を単独に50Ωにマッチさせ

て，そのあとで縦続接続する方法と，同（b）のように

Tr1とTr2を50Ωにとらわれずに一気にZ23で結ぶ方

法があります．

同（a）のような方法は，部品点数が多くなりますが，

50Ωにマッチさせているので，ほかへの応用が容易

です．また，このような考えかたは，開発チーム内で

個々のブロックを分担して設計を進める場合にも向い

ています．図2（b）の方法は，一気にTr1からTr2へマ

ッチさせているので，部品点数が少なく固定の組み合
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図1 ディスクリートで構成した高周波増幅器の回路例
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図2 複数段のアンプの接続方法



● 中出力タイプμPC8181TB

ここでは，NEC化合物デバイス社のMMICを取り

上げます．図4に製品ツリー，表1に製品一覧を示し

ます．同社のMMICの歴史は古く，今は廃番になり

ましたが過去にはμPC1658Cという名ICがありまし

た．このICは，仕上がりゲインを外付け抵抗で自由

に設定でき，また比較的NFが低いのでTVのアンテ

ナ・ブースタをはじめ業務用途からアマチュアの工作

まで幅広く使われていました．

そのMMICも現在ではさらに発展し，小型化と高

速化が進みました．その種類は大変多く，何を選んで

良いのか迷うほどです．

製品は大きく分けると，中出力タイプ，広帯域タイ

プ，低消費電力タイプに分かれます．そしてさらに

5 V系と3 V系に分かれ，特に最近は3 V系の充実が

進んでいます．ここでは，2.4 GHz無線LANでの使

用を前提にして，3 V 仕様の中出力タイプの

μPC8181TBと，低消費電力タイプのμPC8178TBを

取り上げます．

● 特徴

μPC8181TBは中出力タイプと呼ばれるもので，小

型ながら＋7 dBm（＠2.4 GHz）の出力を誇ります．ま

た，ゲインはGP＝22 dB（＠2.4 GHz）と高ゲインです．

内部には30 GHzの超高速シリコン・バイポーラ・ト

ランジスタが使用されており，だいたい3 GHzまでの

実際の高周波増幅用MMIC
わせに向いています．

設計ゲインは，1段当たり3～ 12 dBくらいとし，

余裕をみて少し低く設計します．無理にゲインを伸ば

そうとすると，部品のばらつきの影響を受けて品質が

安定せず，発振しやすくなります．ともあれ，面倒な

ディスクリート回路ですが，目的に応じて，狭帯域ア

ンプ，広帯域アンプ，低雑音アンプなど，設計に自由

度があり，エンジニアとしての達成感もひとしおです．

● 現代的に便利な高周波増幅用ICを使う

最適設計されたディスクリート・アンプは抜群の性

能を発揮しますが，

（1）部品点数が多くなるため小型化とコストダウンに

向かいにくい

（2）開発に時間がかかる

など，今日の携帯電話をはじめとする高周波回路シー

ンにはだんだん合わなくなってきています．そこで，

最近になって発展の目覚しいのが，これから紹介する

高周波増幅用ICです．

まずは図3を見てください．これだけで入出力が

50Ωにマッチングされ，広帯域かつ20 dBほどの高ゲ

インをもつ高速アンプが実現できるのです．

マイクロ波用のワンチップ増幅用 IC をMMIC

（Microwave Monolithic Integrated Circuits；モノリ

シック・マイクロ波集積回路）と呼んでいます．MMIC

は入出力に50Ωマッチング回路を内蔵し，外付け部

品もほとんどなく，またそれほどのテクニックも必要

とせずに簡単に高周波アンプを作ることができます．
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特集＊高周波デバイス実践活用法
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図3 高周波増幅用ICによるアンプの回

路例
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図4 高周波増幅用ICの分類（NEC化合物デバイス）


